
ぎふ清流ＧＡＰ評価制度実施要領 

 

（目的） 

第１条 この要領は、ぎふ清流ＧＡＰ評価制度実施要綱（以下、「要綱」という。）に基

づき、必要な事項を定める。 

 

（評価規準） 

第２条 知事は、要綱第４条の規定により、次の各号に揚げるところにより評価規準を

設定するものとする。 

（１） 要綱第４条第１項第１号の規定による「ぎふ清流ＧＡＰ農場評価規準」は、農

業生産行為において農業の持続性を確保するために、「自然環境や農業環境」、「農

業に携わる人や生活者」、「農産物と食品」などに関するリスク管理を行うための

要求事項を定める。 

（２） 要綱第４条第１項第２号の規定による「ぎふ清流ＧＡＰ組織評価規準」は、組

織の管理・販売体制システム等の組織運営に関するリスク管理を行うための要求

事項を定める。 

（３） 要綱第４条第１項第３号の規定による「ぎふ清流ＧＡＰ施設評価規準」は、調

整・出荷施設、貯蔵施設等の共同管理利用施設の管理システムや食品衛生管理の

実施等の施設運営に関するリスク管理を行うための要求事項を定める。 

２ ぎふ清流ＧＡＰ評価制度における評価規準は、一般社団法人日本生産者ＧＡＰ協

会が管理・運営する「日本ＧＡＰ規範」に基づく農場評価制度（以下、「ＧＨ評価制

度」という。）に準ずるものとする。 

 

（評価の申請・更新、受理及び申請取下げ） 

第３条 要綱第６条又は第１２条の規定により、評価を申請又は更新しようとする生産

者、団体は、ぎふ清流ＧＡＰ評価（更新）申請書（様式第１号の１又は様式第１号の

２）に、次の各号に定める必要な書類を添付し、当該生産する生産者、団体の主たる

事業事務所、農業教育機関等の所在地を所管する農林事務所長に提出する。 

（１）申請者概要（様式第２号－１、２号－２、２号－３） 

（２）誓約書（様式第３号） 

（３）情報公開に関する許諾書（様式第４号） 

（４）化学肥料・化学合成農薬不使用申請書（様式第５号、要領第１０条第２項の表

示を希望する場合） 

（５）申請者名簿（組織、団体で申請の場合） 

（６）県 GAP確認証書の写し（県 GAPの確認を受けていた場合） 

２ 農林事務所長は、第１項の規定により提出された申請書類について、申請書類の各

項目の記載内容を確認し、農政部長へ進達するものとする。 



３ 前項の規定に関わらず、農林事務所長は、第１項の規定により提出されたきのこ類

の申請書類について、申請書類の各項目の記載内容を確認し、林政部長へ進達する。

林政部長は、農政部長へ評価について依頼する。 

４ 要綱第２１条の規定により、評価申請を取り下げようとする生産者、団体は、ぎふ

清流 GAP評価申請取下届（様式第１８号）を当該生産する生産者、団体の主たる事

業事務所、農業教育機関等の所在地を所管する農林事務所長に提出する。 

５ 農林事務所長は、第４項の規定により提出された取下届について、各項目の記載内

容を確認し、農政部長へ進達するものとする。 

 

（評価規準による評価） 

第４条 農政部長は、要綱第８条第１項の規定により、前条の規定により提出された書

類を受理したときは、農場評価依頼書（様式第６号）により、一般社団法人岐阜県農

畜産公社（以下、「公社」という。）理事長へ評価を依頼する。 

２ 公社理事長は、前項の規定により評価の依頼を受けたときは、次に掲げるところに

より評価を実施する。 

（１）評価の実施について、事前に評価申請者に農場評価実施通知書（様式第７号）

により通知する。 

（２）農場評価員は、第２条に規定された当該申請内容に係る評価規準を用いて評価

を行う。 

（３）農場評価員は、申請に係る農産物の生産出荷期間等の適切な時期に、現地にお

いて目視、聞き取り及び計測などの方法で評価を行い、評価後速やかに評価申請

者へ、一次農場評価結果通知書（様式第８号）により通知する。 

（４）通知を受けた評価申請者は、是正意向確認書（様式第９号）により是正の意向

を報告するとともに、一次農場評価結果通知書の発行日から１ヵ月以内に是正結

果報告書（様式第１０号）を提出することにより、是正項目の再評価を受けるこ

とができる。 

（５）農場評価員は、評価を終了したときは、農場評価結果送付書（様式第１１号）

により評価結果を農政部長に報告する。 

３ 評価に係る事務手続き等については、前項によるもののほか、別に定めるところに

よるものとする。 

 

（農場評価結果の点検、判定） 

第５条 農政部長は、前条第２項第５号の規定により提出された農場評価結果報告書を

受理したときは、判定委員会（以下、「委員会」という。）を開催する。 

 

（農場評価結果報告書及び農場評価証書の交付） 

第６条 知事は、要綱第８条の規定により評価の内容が適切であると判定したときは、

評価生産者に対し、農場評価結果報告書（様式第１２号）、農場評価証書（様式第１



３号）を交付するとともに、農場評価証書送付書（様式第１４号－１、１４号－２）

により評価生産者及び関係機関へ通知する。 

 

（農場評価結果報告書及び農場評価証書の再交付） 

第７条 評価生産者は、交付された農場評価結果報告書及び農場評価証書を適正に保管

するものとし、農場評価証書を破損、汚損又は紛失したときは、農場評価証書再交付

申請書（様式第１５号）により遅滞なく知事に届け出て、再交付を受けることができ

る。 

２ 農場評価結果報告書は、いかなる場合も再交付しない。 

 

（評価内容の変更届） 

第８条 評価生産者は、要綱第１３条の規定により、次のいずれかに該当する事由が生

じた場合は、評価申請事項変更届（様式第１６号）により、遅滞なく知事に届け出る

ものとする。 

（１）評価生産者の住所、氏名、所在地、名称が変更になったとき  

（２）評価申請時の事務局責任者、施設管理責任者の変更があったとき  

（３）団体の評価において、評価を受けるＧＡＰ取組構成員（生産者）の変更又は 調

製・出荷施設、貯蔵施設等の共同管理利用施設の新設若しくは変更があったとき  

（４）申請品目や生産方式に変更があったとき 

（５）その他農政部長が報告を必要と認める事項が生じたとき  

２ 前項第３号から第５号に該当する場合は、様式第１号の１又は様式第１号の２の変

更申請書を第３条の規定により提出するものとする。 

３ 知事は、第１項第３号から第５号に該当する場合は、第４条及び第５条の規定に準

じ、必要に応じて評価規準による評価、判定を行うものとする。  

４ 知事は、第２項に規定する評価、判定を行った場合は、第６条の規定により農場評

価結果報告書及び農場評価証書を交付するとともに、農場評価証書送付書により評価

生産者及び関係機関へ通知する。 

 

（評価の取消） 

第９条 知事は、要綱第１４条の規定により、評価の取り消したときは、評価取消通知

書（様式第１７号）により当該評価生産者に対し通知するとともに、関係農林事務所

へ通知する。 

 

（表示方法） 

第１０条 要綱第１６条に規定するロゴマークによる表示を希望する場合、「ぎふ清流

ＧＡＰロゴマーク使用取扱要領」に基づき、所定の手続きを行うものとする。 

 

 



附 則 

1 この要領は、令和２年１１月１６日から施行する。 

 

附 則 

1 この要領は、令和４年５月６日から施行する。 

 

附 則 

1 この要領は、令和５年５月１８日から施行する。 

 


